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顕微鏡的多発血管炎（MPA）における重症感染症および感染症関連死のリスク因子：

多施設REVEAL コホート 

真辺 諄 

 

本論文は、顕微鏡的多発血管炎（MPA）患者における重症感染症および感染関連死亡のリスク因

子を明らかにし、特にグルココルチコイド（GC）の減量速度がこれらの臨床アウトカムに与える

影響を評価した研究です。本研究では、2022 年に発足した関西地域の多施設共同研究である

REVEAL コホートが利用されました。解析の結果、重症感染症のリスク因子として、高齢、診断

時のCRP（C反応性タンパク質）高値、および治療開始3か月後のGC用量比（3か月/初期用量）

が特定されました。また、感染関連死亡のリスク因子として高齢が抽出され、さらに GC 用量比

（24 か月/初期用量）が高い患者では、感染関連死亡の累積発生率が有意に増加していることが示

されました。 

これまでのANCA関連血管炎に関する感染症リスクの研究では、MPA単独を対象とした解析や、

感染関連死亡に焦点を当てた詳細な検討は乏しく、本研究はこれらの課題に新たなデータを加え

るものです。また、本研究の結果を踏まえ、感染症リスクを軽減するためには、治療初期におけ

るGCの迅速な減量と維持療法期間中の最小限の投与が有効である可能性が示唆されました。 
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